
『
語
り
あ
い  

ひ
ら
け
る
世
界
　
み
ん
ぱ
く
五
十
年
の
あ
ゆ
み
』
正
誤
表

本
書
に
て
左
記
の
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

頁

場
所

【
誤
】

【
正
】

9

写
真
ク
レ
ジ
ッ
ト

エ
ン
ト
ラ
ス
ホ
ー
ル

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

75

梅
棹
忠
夫

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

一
九
二
〇
年
京
都
府
生
ま
れ
。
二
〇
一
〇
年
逝
去
。

専
門
分
野
は
民
族
学
･
比
較
文
明
学
。
京
都
大
学
理

学
部
卒
業
。
大
阪
市
立
大
学
助
教
授
、
京
都
大
学
人

文
科
学
研
究
所
教
授
を
経
て
一
九
七
四
年
民
博
初
代

館
長
に
就
任
。
一
九
九
六
年
の
退
任
後
は
財
団
法
人

千
里
文
化
財
団
会
長
、
民
博
顧
問
、
同
名
誉
教
授
、

総
合
研
究
大
学
院
大
学
名
誉
教
授
、
京
都
大
学
名
誉

教
授
。
一
九
九
四
年
、
文
化
勲
章
受
章
。
主
な
著
作

は
『
梅
棹
忠
夫
著
作
集
』（
全
二
二
巻
、
中
央
公
論
社
）

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

一
九
二
〇
年
京
都
市
生
ま
れ
。
二
〇
一
〇
年
逝
去
。

専
攻
は
民
族
学
・
比
較
文
明
学
。
京
都
大
学
理
学
部

卒
業
。
理
学
博
士
。
大
阪
市
立
大
学
理
工
学
部
助

教
授
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
教
授
を
経
て
、

一
九
七
四
年
、
民
博
初
代
館
長
に
就
任
。
一
九
八
三

年
か
ら
財
団
法
人
千
里
文
化
財
団
会
長
。
一
九
九
三

年
、
民
博
館
長
退
任
後
は
同
館
顧
問
、
名
誉
教
授
、

総
合
研
究
大
学
院
大
学
名
誉
教
授
。
京
都
大
学
名
誉

教
授
。
文
化
勲
章
受
章
。
主
な
著
作
は
「
梅
棹
忠
夫

著
作
集
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。


